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（百万円未満切捨て） 
１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30 日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2027年３月期中間期 10,909 14.1 653 50.5 727 73.5 582 176.8 
2026年３月期中間期 9,562 2.9 434 14.0 419 18.8 210 △3.9 

（注） 包括利益 2027年３月期中間期 801百万円（21.1％） 2026年３月期中間期 662百万円（－） 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

 円   銭 円   銭 

2027年３月期中間期 18 08  ― 
2026年３月期中間期 6 53  ― 

（注）2026年３月期中間期の包括利益の対前年中間期増減率は、1,000％を超えるため「－」と記載しています。 

（注）当社は、2025 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「１株当たり中間純利益」を算定しております。 

 
（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2027年３月期中間期 30,509 16,902 55.4 
2026年３月期 28,797 16,358 56.8 

（参考）自己資本    2027年３月期中間期 16,902百万円     2026年３月期 16,358百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭    
2026年 ３月期 ― 0 00 ― 8 00 8 00    
2027年 ３月期 ― 0 00       

2027年 ３月期(予想)   ― 9 00 9 00    

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 22,600 16.0 1,400 60.4 1,400 56.5 1,110 40.3 34  47 

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 



 

※ 注記事項  
 

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無 

 新規 －社 (社名)  除外 －社 (社名)  
 

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

 （注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．中間連結財務諸表及び主な注記 (３)中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 有 

③ 会計上の見積りの変更 ： 有 

④ 修正再表示 ： 無 

（注）当中間連結会計期間より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と

区別することが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料 P．６「２．中間連結財務諸表及び

主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会

計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 
2027年３月期 

中間期 
33,600,000株 2026年３月期 33,600,000株 

②  期末自己株式数 
2027年３月期 

中間期 
1,394,000株 2026年３月期 1,393,950株 

③  期中平均株式数(中間期) 
2027年３月期 

中間期 
32,206,007株 

2026年３月期 

中間期 
32,206,173株 

(注) 当社は、2025 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を

行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を

算定しております。 

 

※第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。 

 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が継続するなかで、景気は緩やかな回復基調

を維持いたしました。一方で、中東情勢などの地政学リスクや自然災害に加え、エネルギー価格や各種原材料価格

の上昇に伴う物価の上昇、米国の通商政策、日本銀行の利上げや急速な円安の進行により内外の金融・経済環境は

激しく変動しております。これにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもとで当社グループは、2025年３月期をスタートとする３ヵ年の中期経営計画を策定し、その

目標達成に向けて各種施策に取り組んでおります。特に、先端の半導体用感光性材料やディスプレイ周辺材料など

の電子材料、印刷用色材などの機能性材料、廃棄物処理、リサイクル分野の強化に注力しました。またDX推進や自

動化による安全・品質の向上と省力化に向けた設備投資、持続的な成長と最適な組織運営を支えるための社員採用

など、将来を見据えた成長投資を積極的に推進しました。

その結果、当中間連結会計期間における売上高は109億9百万円（前年同期比14.1％増）、経常利益は7億27百万

円（前年同期比73.5％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は5億82百万円（前年同期比176.8％増）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の総資産は前期末比17億12百万円増の305億9百万円となりました。流動資産は前期末比2

億59百万円増の158億29百万円となりました。主な要因は、棚卸資産の増加2億66百万円、現金及び預金の増加1億

82百万円、未収消費税等の増加1億29百万円、売上債権の減少2億77百万円であります。固定資産は前期末比14億53

百万円増の146億80百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の増加10億18百万円、投資有価証券の増加4億

36百万円であります。

負債合計は前期末比11億68百万円増の136億7百万円となりました。主な要因は、買掛金の増加11億37百万円、短

期借入金の増加5億円、未払金の増加1億42百万円、繰延税金負債の増加1億13百万円、長期借入金（１年内返済予

定を含む）の減少8億5百万円であります。

純資産は前期末比5億44百万円増の169億2百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加3億24百万円、そ

の他有価証券評価差額金の増加2億55百万円であります。

これにより自己資本比率は55.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年５月11日に「2026年３月期 決算短信」で発表いたしました2027年３月期通期の業績予想を修正しており

ます。詳細につきましては、本日(2026年10月29日)別途発表いたしました「通期連結業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

     
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,854 5,036

電子記録債権 4 －

売掛金 4,038 3,765

商品及び製品 1,146 866

仕掛品 2,867 2,794

原材料及び貯蔵品 2,485 3,105

未収入金 104 42

未収消費税等 － 129

その他 69 89

流動資産合計 15,570 15,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,423 2,467

機械装置及び運搬具（純額） 2,099 1,969

土地 3,030 3,030

建設仮勘定 1,098 2,001

その他（純額） 380 582

有形固定資産合計 9,031 10,049

無形固定資産 110 130

投資その他の資産

投資有価証券 3,876 4,313

その他 207 186

投資その他の資産合計 4,084 4,499

固定資産合計 13,226 14,680

資産合計 28,797 30,509

負債の部

流動負債

買掛金 2,317 3,454

短期借入金 1,500 2,000

１年内償還予定の社債 200 200

１年内返済予定の長期借入金 1,610 1,490

未払法人税等 173 237

未払消費税等 20 29

契約負債 3 2

賞与引当金 429 498

役員賞与引当金 50 29

未払金 1,813 1,956

その他 183 212

流動負債合計 8,302 10,110

固定負債

社債 200 100

長期借入金 3,360 2,675

退職給付に係る負債 64 76

繰延税金負債 397 511

その他 114 134

固定負債合計 4,136 3,496

負債合計 12,438 13,607

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

     
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,901 2,901

資本剰余金 4,421 4,421

利益剰余金 7,273 7,598

自己株式 △249 △249

株主資本合計 14,347 14,671

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,757 2,012

為替換算調整勘定 143 113

退職給付に係る調整累計額 111 104

その他の包括利益累計額合計 2,011 2,231

純資産合計 16,358 16,902

負債純資産合計 28,797 30,509
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 9,562 10,909

売上原価 8,470 9,507

売上総利益 1,091 1,402

販売費及び一般管理費 657 748

営業利益 434 653

営業外収益

受取利息 2 6

受取配当金 33 39

持分法による投資利益 － 93

雑収入 11 12

営業外収益合計 47 152

営業外費用

支払利息 30 50

為替差損 13 8

持分法による投資損失 4 －

固定資産除却損 6 16

雑損失 6 3

営業外費用合計 62 79

経常利益 419 727

特別利益

債務保証損失引当金戻入額 52 －

補助金収入 50 50

ゴルフ会員権売却益 － 7

特別利益合計 102 57

特別損失

和解金 8 －

特別損失合計 8 －

税金等調整前中間純利益 513 785

法人税等 303 203

中間純利益 210 582

（内訳）

親会社株主に帰属する中間純利益 210 582

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 398 255

繰延ヘッジ損益 12 －

退職給付に係る調整額 － △6

持分法適用会社に対する持分相当額 41 △29

その他の包括利益合計 451 219

中間包括利益 662 801

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 662 801

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（２）中間連結損益及び包括利益計算書
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に関する注記）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりました

が、当中間連結会計期間より定額法に変更しております。

当社は、近年の大規模設備投資の実行を契機として使用実態を再検討した結果、当社の有形固定資産について

は、長期にわたり安定的な稼働が見込まれることから、定額法により耐用年数にわたって均等に費用配分するこ

とが、有形固定資産の使用実態に即しており、より経営実態を適切に反映することが可能であると判断いたしま

した。

この結果、従来の方法に比べて、当中間連結会計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前中間純利益はそ

れぞれ64百万円増加しております。

（単位：百万円）

報告セグメント

化成品事業 環境関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,714 847 9,562

セグメント間の内部売上高又は振替高 0 5 6

計 8,715 852 9,568

セグメント利益 320 107 428

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 428

セグメント間取引消去 5

中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益 434

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2025年４月１日 至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益及び包括利益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

化成品事業 環境関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,993 916 10,909

セグメント間の内部売上高又は振替高 0 9 10

計 9,994 925 10,920

セグメント利益 469 180 649

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 649

セグメント間取引消去 4

中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益 653

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2026年４月１日 至2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と中間連結損益及び包括利益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　当社は、「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に関する注記」に記載のと

おり、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法を当中間連結会計期間より定額法に変更して

おります。

　なお、この変更により、当中間連結会計期間の化成品事業セグメントのセグメント利益は64百万円増

加しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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